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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する定性的情報 

当第 3四半期連結累計期間（自 平成 27年 4月 1日 至 平成 27年 12月 31日）の経済情勢は、金融緩

和や各種経済政策の効果に支えられ、企業収益や雇用情勢が改善するなど景気は緩やかな回復基調が続い

ております。一方、海外経済の下振れリスクが高まるなど、先行きは不透明な状況で推移すると見込まれ

ます。 

このような環境の下、当行グループは第八次中期経営計画「新たな成長への第一歩～あなたとともに

～」の 2 年目として資産の健全化や経営の合理化・効率化に努めた結果、当第 3 四半期連結累計期間の業

績は次のとおりとなりました。 

経常収益は、有価証券利息配当金の増加等により前年同期比 25 億 6 百万円増加し 440 億 60 百万円とな

りました。また経常費用は、与信関係費用の増加等により前年同期比 25億 15百万円増加し 299億 93百万

円となりました。 

この結果、経常利益は 140億 66百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は 85億 68百万円となりま

した。 

 

（２）財政状態に関する定性的情報 

当第 3 四半期連結会計期間末の資産は、貸出金の増加等により前連結会計年度末比 691 億円増加し、2

兆 8,328億円となりました。負債は、預金の増加等により前連結会計年度末比 682億円増加し、2兆 6,681

億円となりました。また純資産は、利益剰余金の増加等により前連結会計年度末比 9 億円増加の 1,647 億

円となりました。 

なお、主要勘定の状況は次のとおりとなりました。 

① 預金 

個人預金の増加等により、預金残高は前連結会計年度末比 701億円増加し 2兆 5,985億円となりま

した。 

 ② 貸出金 

個人・中小企業向け貸出の増加等により、貸出金残高は前連結会計年度末比 247 億円増加し 1 兆

8,246億円となりました。 

 ③ 有価証券 

国債の減少等により、有価証券残高は前連結会計年度末比 974億円減少し 5,363億円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する定性的情報 

当第 3 四半期連結累計期間の損益状況は順調に推移しており、平成 27 年 5 月 8 日に公表した業績予想

に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  （企業結合に関する会計基準等） 

   「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年9月13日。以下「企業結合会計基準」と

いう。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年9月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第7号 平成25年9月13日。以下「事業

（株）栃木銀行（8550）平成28年3月期　第3四半期決算短信

- 2 -



分離等会計基準」という。）等を、第1四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会

社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した

連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第1四半期連結会計期間の期首以後

実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合

日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四

半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当

該表示の変更を反映させるため、前第3四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－2項（4）、連結会計基準第44－5項

（4）及び事業分離等会計基準第57－4項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、第1四半期連結会

計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第3四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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４．四半期決算のポイント

（１）損益の状況

【連結】

【連結損益計算書(抜粋)】

（単位：百万円）

経常収益

経常費用 29,993

44,060

 (内、有価証券利息配当金) 9,219

 (内、与信関係費用) 3,357

親会社株主に帰属する四半期純利益
（旧 四半期純利益）

14,066経常利益　

27,477 2,515

14,076

2,841

△ 10

2508,568

2,506

8,318

516

増減
(A)-(B)

3,300

平成28年3月期
第3四半期(A)

平成27年3月期
第3四半期(B)

41,553

5,919

経常収益は、有価証券利息配当金の増加等により前年同期比25億6百万円増加の440億

60百万円となりました。

経常費用は、与信関係費用の増加等により前年同期比25億15百万円増加の299億93百

万円となりました。

この結果、経常利益は140億66百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は85億68百

万円となりました。

【単体】

【単体損益計算書(抜粋)】
（単位：百万円）

（旧：四半期純利益）

1,942

コア業務純益 10,100

250

平成27年3月期
第3四半期(B)

増減
(A)-(B)

8,568

平成28年3月期
第3四半期(A)

13,449

8,532

実質業務純益 10,890 10,811

経常利益　 13,617

12,754業務純益

四半期純利益

78

167

8,273 259

8,318

10,811

7,441 2,658

コア業務純益は、有価証券利息配当金の増加等により前年同期比26億58百万円増加の101

億円となりました。

業務純益についても同様の理由により、前年同期比19億42百万円増加の127億54百万円、

実質業務純益も前年同期比78百万円増加の108億90百万円となりました。
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（２）主要勘定の状況

【単体】

（単位：億円）

（注）譲渡性預金は含んでおりません。

うち個人預金

平成27年12月末
(A)

26,006

貸出金

21,323

18,276

預金 703

12313,747

25,303

20,908

18,021

13,870

415

255

増減
(A)-(B)

平成27年3月末
(B)

うち個人・中小企業向け貸出

預金残高は、個人預金の増加等により平成27年3月末比703億円増加の2兆6,006億円とな

りました。

貸出金残高は、個人・中小企業向け貸出の増加等により平成27年3月末比255億円増加の

1兆8,276億円となりました。

30 000

（億円）
預金残高の推移 個人預金 預金

21,057 20,908 21,323

25,563 25,303 26,006

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

26/12末 27/3末 27/12末

13,433 13,747 13,870

17,788 18,021 18,276

0

5,000

10,000

15,000

20,000

26/12末 27/3末 27/12末

（億円）
貸出金残高の推移 個人・中小企業向け貸出 貸出金
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（３）健全性の状況

①自己資本比率【連結】

【連結】 （単位：％）

増減
(A)-(B)

平成27年3月末
(B)

0.1712.52連結自己資本比率 12.69

平成27年12月末
(A)

連結自己資本比率は、親会社株主に帰属する四半期純利益85億円を計上したことに

より、平成27年3月末比0.17ポイント上昇し、12.69％となりました。

11.91
12.41 12.52

12.83 12.69

10.00

11.00

12.00

13.00

14.00

26/3末 26/9末 27/3末 27/9末 27/12末

（％）
自己資本比率の推移 連結自己資本比率

②不良債権の状況【単体】

【単体】 （単位：％、億円）

平成27年12月末
(A)

増減
(A)-(B)

平成27年3月末
(B)

不良債権比率 2.60 3.02 △ 0.42

金融再生法開示債権 478 547 △ 69

金融再生法開示債権は、平成27年3月末比69億円減少の478億円となりました。

不良債権比率は、平成27年3月末比0.42ポイント低下の2.60％となりました。

580 580 547
470 478

3.35 3.27
3.02

2.57 2.60

1.00

2.00

3.00

4.00

0

400

800

1,200

26/3末 26/9末 27/3末 27/9末 27/12末

（％）（億円）

金融再生法開示債権・比率の推移 金融再生法開示債権 不良債権比率

（株）栃木銀行（8550）平成28年3月期　第3四半期決算短信

- 10 -



５．参考情報

（１）平成28年3月期　第3四半期損益概要【単体】

（単位：百万円）

業務粗利益

(除く国債等債券損益(5勘定尻))

資金利益

役務取引等利益

その他業務利益

経費（除く臨時処理分）

コア業務純益

国債等債券損益（5勘定尻）

実質業務純益

一般貸倒引当金繰入額①

業務純益

臨時損益

不良債権処理額②

(貸倒償却引当費用①＋②)

株式等関係損益

株式等償却

経常利益　

特別損益

税引前四半期純利益

法人税 住民税及び事業税

△ 3,202

△ 829

78

2,688

△ 1,864

1,942

△ 751

1,828

2,617

△ 165

495

△ 1,775

4,552

2,658

△ 2,579

198

△ 1

167

4 701

30

13,409

△ 40

△ 588

3,290

△ 1,864

4 113

2,620

△ 9

3,369

863

0

13,617

2

13,449

6015,154

27,145

1,953

787

2,118

29,886

2,638

2,125

平成28年3月期 平成27年3月期

第3四半期

(9ヵ月間)（A) (9ヵ月間)（B)

13,608

29,096

30,637

3,990

27,267

10,890

10,100

19,82618,996

12,754

789

10,811

増減第3四半期

24,528

7,441

10,811

－

（A)-(B)

601

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

法人税等合計

四半期純利益

（２）金融再生法開示債権【単体】

（単位：百万円）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

合計(Ａ)

正常債権

総与信額計(Ｂ)

総与信額に占める割合（Ａ／Ｂ）

1,809,5541,786,5951,835,337

2.60% 3.17% 3.02%

1,729,8771,787,511

12,190

5,1365,075

962

1,754,784

11,127

36,989

6,653

54,770

△ 60

平成27年3月末

47,825 56,717

527

259

平成26年12月末

6,725

37,801

4,701

435

△ 5884,113

8,532

2,837

3,685

平成27年12月末

8,273

41,302
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（３）自己資本比率（国内基準）

【単体】 （単位：百万円、％)

(1)自己資本比率 (2)/(3)

(2)単体における自己資本の額
(3)リスク・アセットの額
(4)単体総所要自己資本額 (3)×4％

【連結】 （単位：百万円、％)

(1)自己資本比率 (2)/(3)

(2)連結における自己資本の額

(3)リスク・アセットの額

(4)連結総所要自己資本額 (3)×4％

（４）時価のある有価証券の評価差額【単体】

（単位：百万円）

そ 他有価証券

1,210,325

1,252,761

12.45

時価

1,245,254

平成27年12月末

平成27年3月末

12.29

49,810

50,110

148,845

平成27年12月末

12.52

時価

12.69

評価差額

48,722

評価差額 評価差額

平成27年12月末

155,080

平成26年12月末

平成27年3月末

159,044 152,561

1,218,069

平成27年3月末

時価

48,413

その他有価証券

株式

債券

その他

（注）1.「評価差額」及び「含み損益」は、帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差

額を計上しております。

2.満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

（単位：百万円）

（５）預金・貸出金の残高【単体】

（単位：百万円）

預金

うち個人預金

貸出金

うち住宅ローン

（注）譲渡性預金は含んでおりません。

〈本件に関するお問い合わせ先〉

経営企画部  猪俣・斎藤・阿部　 TEL 028-633-1455

527,342 24,358

494,206

1,778,812

483,652

148,155

11,711 316

平成27年3月末

11,235

505,163

620,268

445,247

2,090,825

688,243

平成27年3月末

26,864

1,802,176

平成26年12月末

10,752

2,369

満期保有目的の
債券

7,076 314

帳簿価額帳簿価額

平成26年12月末

含み損益含み損益 帳簿価額 含み損益

2,530,347

25,050

469,955

191,794

平成27年12月末

195,410 1,300

306,880 4,803

7,103

2,600,610

40111,230

2,556,364

2,132,306

1,827,654

26,492

21,237

9,33010,532

2,493

14,326

2,105,738

平成27年12月末

（株）栃木銀行（8550）平成28年3月期　第3四半期決算短信
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